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けば新
あ ら

たな発
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見
け ん
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城下町
じょうかまち

地いきをおさめる人が住む

城（しろ）を中心に発たつし

た町。身分や仕事などによ

って住む所が分かれていた。

宿場町
しゅくばまち

街道（かいどう）とよばれる

大きな道ぞいにできた町。

宿や商店、荷物を運ぶため

のしせつがあった。

港町
みなとまち

ぎょ業や、船で荷物を運ぶ

のにべんりな港や川岸にで

きた町。荷物をほかんする

そう庫や蔵（くら）があった。

都
みやこ

天皇（てんのう）の住まい

がある土地や、国をおさ

める人たちがはたらく場

所がある所を指す。

温泉地
おんせんち

数多くの温泉が集まって

いる地いきのこと。かん

光や体の悪い所をなおす

目てきで多くの人がおとず

れる。

里地里山
さとちさとやま

山林や集落、田畑やため

池などからなる地いき。自

ぜんのめぐみをり用した

生活がいとなまれてきた。

ベッドタウン
べっどたうん

大都市ではたらく人たち

の住たく地を中心に発た

つした町。大都市のまわ

りにあり、鉄道でむすばれ

ている。

門前町
もんぜんまち

有名な神社や寺を中心に発

たつした町。おまいりする人

が多くおとずれるため、宿

や商店が集まりにぎわった。
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決まりにしたがって、あらそい事をか

い決したり、悪い事をした人をさばい

たりすること。

司法
しほう

7

神社や寺が集まっている所。てきのこ

うげきから町を守るため、町の一番

外がわにおかれることが多かった。

寺社地
じしゃち

町人（ちょうにん）の代表。町奉行（ま

ちぶぎょう）の下で人々のくらしにかか

わる仕事をしていた。

町役人
まちやくにん

8

やってはいけない事や決まり事を板

に書いて立てたもの。人々に広く知ら

せるため、道ばたなどに立てられた。

制札
せいさつ

武士（ぶし）の役人で、町奉行（まちぶ

ぎょう）の仕事を助けていた。

与力
よりき

9

10

江戸（えど）時代の役しょくの一つ。町

をおさめ、あらそい事のかい決や、

けいさつなどの仕事を行った。

町奉行
まちぶぎょう

11

城（しろ）の中心にある一番高い部分。

まわりがよく見えるため、てきの様子

をさぐるためなどに使われた。

天守閣
てんしゅかく

12

城（しろ）の中心で、一番大事な部分。

上に天守閣（てんしゅかく）がある。

本丸
ほんまる

決まりにしたがって町をおさめ、あら

そい事のかい決や、けいさつなどの

仕事をしていた場所。

町奉行所
まちぶぎょうしょ

2

城（しろ）に住む人が、力があることを

しめすために作った庭。木や池、石な

どがおかれ美しく整えられた。

庭園
ていえん

3

武士（ぶし）が住んでいた所。城（しろ）

に近い場所にあった。

武家地
ぶけち

4

大名（だいみょう）が、町をはんえいさ

せるために行ったせいさく。商人が自

由に商売できるようにした。

楽市・楽座
らくいち・らくざ

1

行政
ぎょうせい

町に住む人々が安心して生

活できるよう、役人がくら

しにかかわる様々な仕事を

取り仕切ること。

防衛
ぼうえい

てきのこうげきをふ

せぎ、守ること。

商業
しょうぎょう

物を売り買いしてもうけを

出す仕事。商業が活発にな

ると人や物、お金が集まる

ため、国の力が上がる。

中世
ちゅうせい

れきしの流れをいくつか

に分けたうちの一つ。日

本では鎌倉(かまくら)～

室町(むろまち)時代ごろ。



神社と寺のこと。

神社仏閣
じんじゃぶっかく

1

2

神社や寺におまいりする人のための宿。

宿坊
しゅくぼう

3

都市と都市をむすぶ大きな道。旅をす

る人や荷物を運ぶ人などが行き来した。

街道
かいどう

4

神社で神をまつる行事をとり行う人

のこと。

神官・神職
しんかん・しんしょく

5

しんじているしゅう教を、

たくさんの人に広めるた

めの活動のこと。

布教活動
ふきょうかつどう

6

とくべつな身分ではなく、

ふつうにくらしている人々

のこと。

庶民
しょみん

7

寺を中心にできた町。町のことを

自分たちで決めて運えいしていた。

町を守るため、ほりや土のていぼう

でまわりをかこんでいた。

寺内町
じないまち

8

仏教（ぶっきょう）の一つで、鎌倉（か

まくら）時代に親鸞（しんらん）とい

うおぼうさんが始めた。

浄土真宗
じょうどしんしゅう

9

地いきで大きな力を持つ人のさし

ずではなく、くらしにかかわる事を

自分たちで決めていた集落のこと。

自治集落
じちしゅうらく

10

神社の鳥居（とりい）の前にあり、神

社を中心として発たつした町のこと。

鳥居前町
とりいまえまち

11

店と住まいをかねた家。人通りの多い

道ぞいにたてられることが多かった。

町屋
まちや

物を作る仕事をする人。

職人
しょくにん

13

物を売り買いしてもうけを出す仕事を

する人。

商人
しょうにん

14

神社や寺におまいりするためにおと

ずれた人のこと。

参詣客
さんけいきゃく

15

おぼうさんのこと。寺で仏教（ぶっき

ょう）の教えを守った生活をし、仏教

について学んでいる。

僧侶
そうりょ

16

決まったしゅう教をしんじている人の

こと。

信徒
しんと

17
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神社や寺におまいりするための道。

多くの人が通るメインの道を表参道

（おもてさんどう）という。

参道
さんどう

平安時代
へいあんじだい

今の京都市に平安京(へ

いあんきょう)とよばれる

都がおかれていた時代の

こと。794～1185年の

やく400年間。

巡礼
じゅんれい

いろいろな土地にあ

る神社や寺をまわっ

ておまいりすること。

物見遊山
ものみゆさん

いろいろな場所を見

物したり遊びに行っ

たりすること。
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1

江戸（えど）の日本橋から、かく地に向

かう5つの大きな道のこと。

五街道
ごかいどう

4

江戸（えど）時代、将軍（しょうぐん）に

つかえて、それぞれの土地をおさめて

いた人。

大名
だいみょう

5

手紙や荷物を運ぶためのしくみ。宿

場（しゅくば）ごとに人と馬を交たいさ

せてリレーのように運んでいった。

宿駅伝馬制度
しゅくえきてんませいど

1

将軍（しょうぐん）を中心とした、武士

（ぶし）のそしき。国の大事なことが、

ここで決められていた。

幕府
ばくふ

2

3

大名（だいみょう）がおさめていたりょ

う地のこと。

藩
はん

朝廷（ちょうてい）とよばれる、天皇（て

んのう）を中心にせいじを行っていた

所ではたらいていた役人。

公家
くげ

6

天皇（てんのう）の使いや大名（だいみ

ょう）、公家（くげ）などがとまった宿。

本陣
ほんじん

7

宿はくする人が多く、本陣（ほんじん）

だけでは足りない場合に使われたよ

びの宿。

脇本陣
わきほんじん

8

江戸（えど）時代の決まり。大名（だい

みょう）は1年おきに江戸と自分の国を

行き来しなければならなかった。

参勤交代
さんきんこうたい

9

人や馬を用意し、手紙や荷物を運ぶ

仕事をしていた所。

問屋
とんや

10

旅人のための宿や茶屋、手紙や荷物

を運ぶためのしせつがあった所。大

きな道ぞいの大事な場所にあった。

宿場
しゅくば

11

継ぎ送り
つぎおくり

かく地におかれた宿場（し

ゅくば）ごとに人と馬を交

たいさせて、リレーのよう

に荷物を運ぶこと。

近世
きんせい

れきしの流れをいくつか

に分けたうちの一つ。日

本では安土桃山(あづち

ももやま)～江戸(えど)時

代ごろ。
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川の岸に船をつけて、荷物を

つんだり下ろしたりした所。

河岸
かし

1

じゅうような場所にあった

集落のこと。

拠点集落
きょてんしゅうらく

2

地いきをおさめる人が、人々

から取り立てていたもの。

主に米がおさめられていた。

年貢物
ねんぐもの

3

荷物をおいておくための場所。

荷置場
におきば

4

海岸にそう庫を持っていた商

人。荷物をほかんしたい人に

かして、もうけを出していた。

納屋衆
なやしゅう

5

舟を使って荷物を運ぶこと。

舟運
しゅううん

6

目てき地に行くとちゅうでおとずれる

港のこと。

寄港地
きこうち

7

1858年にむすばれた日本とアメリカ

の間の取り決め。日本は5つの港を開

いてぼうえきをすることになった。

日米修好通商条約
にちべいしゅうこうつうしょうじょうやく

8

商品を売る店のこと。

店舗
てんぽ

9

船で運んできた荷物を、りくにあげる

ための場所。

荷揚場
にあげば

10

港の近くに住み、船で荷物を運んだ

り、そう庫に荷物をほかんしたりする

仕事をしていた人。

問丸
といまる

11

内外交易
ないがいこうえき

品物と品物を交かんして

取り引きすること。国内

だけではなく、中国など

他の国との取り引きも行

われていた。

古代
こだい

れきしの流れをいくつか

に分けたうちの一つ。日

本では奈良(なら)～平安(

へいあん)時代ごろ。

室町時代
むろまちじだい

室町幕府（むろまちばく

ふ）が開かれてからほろ

ぶまでの時代のこと。

1336～1573年のやく

240年間。

弥生時代
やよいじだい

今から2300～1700年

前くらいの時代のこと。

米づくりが始まった。

物資輸送
ぶっしゆそう

品物や物を作るための

ざいりょうを、ひつよ

うな場所へ運ぶこと。



都を他の場所へうつすこと。日本で

は天皇（てんのう）が住む場所をうつ

す時に使われた。

遷都
せんと

1 2

1

かく地をおとずれて、しぜんや文化な

どを見たり体けんしたりして楽しむこ

と。

観光
かんこう

2

首都
しゅと

天皇（てんのう）が住んで

いたり、せいじが行われ

たりするなど、国の中心

となる都市のこと。

湯治
とうじ

温せん地にしばらくとど

まり、温せんに入って病

気をなおしたり、体の調

子を整えたりすること。
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1

たくさん木を切り出すなど、人によっ

てうしなわれた林が、自ぜんにさい生

したもの。

二次林
にじりん

2

田や畑など、農作物を育てるための

土地のこと。

農地
のうち

雨が少ない地いきで、農業用の水を

ためておくために作られた池。

ため池
ためいけ

3

都市ととなり合った地いきのこと。

郊外
こうがい

4

都市に住む人がへり、しゅうへん地い

きに住む人がふえる様子を表した言

葉。

ドーナツ化現象
ドーナツかげんしょう

5

萌芽更新
ほうがこうしん

木を切って、切りかぶから

わかいくきや葉をたくさ

ん出させることによって、

林をわか返らせること。
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2

3

地球温だん化など、人間の活動によ

って地球のかんきょうが悪くなるのを

ふせぐための取り組みのこと。

環境保全
かんきょうほぜん

1

インターネット上に作られた場所。は

なれた場所にいる人どうしが交流した

り、様々な体けんができたりする。

仮想空間
かそうくうかん

2

世界中の人々がこれからも安心してく

らしていけるよう立てられた17の目ひ

ょう。

SDGｓ
エスディージーズ

3
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